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山形県白鷹町議会

国際交流を推進……………………

ここが聞きたい 一般質問1人の議員が町政を問う……
新企画 知れば得する“ぎかい”のキホン ………
シリーズ「ボランティア白鷹の未来を彩る」…

12 p
16 p

７ p

２ p お手持ちのパソコンやスマホ等
で議会中継をご覧いただけます。
録画でもご覧いただけます。

この広報は、議員の自主編集で発行しています。
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６月
定例会

定
例
会
は
６
月
12
日
か
ら
19
日
ま
で
の
８
日
間
で
開
催
さ
れ
、令
和
元
年
度
補
正
予
算
２
件
、条
例
改
正
３
件
、

人
事
案
件
２
件
、
工
事
請
負
契
約
１
件
、
取
得
案
件
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
、
１
件
を
採
択
、
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
１
議
員
が
行
い
、
町
政
の
事
業
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

東京オリンピック・パラリンピックで

国際交流を推進
交流事業費として1129万円補正

国際交流の舞台として

◆主な経過
平成30年８月に中国ソフトボールのホストタウン登録団体に承認されたこと
を受け、９月に白鷹町ホストタウン推進本部を設立。平成31年３月に町長が
中国を訪問し、事前合宿誘致等に向けた覚書を締結した。
◆主な交流事業（予定）
　７月：中国ティーボール少年団が白鷹町を訪問し、野球スポ少と交流。
　８月：中国ソフトボールナショナルチーム（若手）が合宿。
　９月：オリンピックアジア・オセアニア地区最終予選（上海）への応援ツアー。

６頁に関連記事

新しい議会  　始動いよ
　いよ新しい議会  　始動いよ
　いよ新しい議会  　始動いよ
　いよ

補
助
金
の
使
い
道
は

委
員　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業
の
中
の
、

補
助
金
８
０
０
万
円
の
使
い

道
は
。

当
局　

中
国
テ
ィ
ー
ボ
ー

ル
少
年
団
と
、
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

と
の
交
流
事
業
に
、
お
よ
そ

６
２
０
万
円
を
予
定
。
上
海

で
開
催
さ
れ
る
地
区
最
終
予

選
へ
の
応
援
ツ
ア
ー
の
補
助

と
し
て
、
お
よ
そ
１
８
０
万

円
を
予
定
し
て
い
る
。

委
員　

応
援
ツ
ア
ー
の
対

象
者
や
人
数
は
。

当
局　

町
民
の
方
お
よ
そ

12
人
を
募
集
し
た
い
。
ツ

ア
ー
費
用
は
１
人
30
万
円
ほ

ど
と
見
込
ん
で
お
り
、
15
万

円
程
度
の
補
助
を
考
え
て
い

る
。

 

予
算
特
別
委
員
会
質
疑

途
切
れ
な
い
国
際

交
流
を
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　いよ新しい議会  　始動いよ
　いよ新しい議会  　始動いよ
　いよ

議　
長

　今

　野

　正

　明

副
議
長

　山

　田
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総
務
厚
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常
任
委
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会

◎
小　
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司
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産
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建
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任
委
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◎
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○
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仁
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議
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運
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司
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一
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雅　

彦
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勝　

吉
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鶴　

子

ほ
か
議
長
を
除
く
全
議
員

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

◎
山　

田　
　
　

仁

○
笹　

原　

俊　

一

ほ
か
議
長
を
除
く
全
議
員

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　

丸　

川　

雅　

春

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員

　

今　

野　

正　

明

　

遠　

藤　

幸　

一

　

菅　

原　

隆　

男

西
置
賜
行
政
組
合
議
会
議

員
　

小　

口　

尚　

司

　

笹　

原　

俊　

一

　

竹　

田　

雅　

彦

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

議
会
の
新
体
制
が
決
ま
る

　

５
月
８
日
に
初
議
会
が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
議
会
の
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。
白

鷹
町
が
よ
り
良
い
町
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

皆様の傍聴を
心からお待ち
しております

新議場とともにスタート

議会傍聴の
お誘い
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条
例
・
人
事
・
契
約
・
取
得
・
臨
時
会契 約

条 例 人 事

●鮎貝第二汚水幹線更新工事（第１工区）請負
契約の締結

　契約の方法　随意契約
　契 約 金 額　１億6170万円
　契約の相手方　JFEエンジニアリング
　　　　　　　株式会社東北支店

荒砥橋架け替え工事に伴い、汚水の圧送管を
新しい橋に取り付けるもの。

●学校給食配送車の取得
　取得予定価格　819万5000円
　取 得 方 法　物件購入契約
　契約の相手方　迎田自動車整備工場

配送車２台のうち、老朽化した１台を更新す
る。納期は令和２年３月25日の予定。

取 得

●白鷹町町税条例等の一部改正
単身児童扶養者の町民税非課税要件の見直し
及び軽自動車税の臨時的軽減を行うもの。

●白鷹町子ども・子育て会議条例の一部改正
　委員の任期を調整するもの。

●白鷹町介護保険条例の一部改正
　低所得者の介護保険料を軽減するもの。

●白鷹町農業委員会委員
　

　中川　要一 氏（山口）
　原田　幸雄 氏（黒鴨）

欠員の生じている農業委員を任命するもの。

おいしい給食を運んでくれて、ありが
とう。（更新予定の配送車両）

　　　　　　　第４回臨時会　　５月８日
◎平成30年度一般会計補正予算の専決処分（※）

歳入歳出予算の総額にそれぞれ2296万8000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ94億
5461万7000円とするもの。

◎白鷹町町税条例等の一部改正の専決処分
　住宅借入金特別控除の控除期間の拡充等を行うもの。

◎白鷹町国民健康保険税条例の一部改正の専決処分
　課税限度額の引き上げ、低所得者への軽減措置の拡充が行われたことに対する対応。

◎白鷹町町税条例等の一部改正
　ふるさと納税制度の見直し等に対応するもの。

（※）専決処分：議会を招集する暇がないときなど、首長が予算や条例などを議会の議決を経ずに、自
らの権限で決めること。処分後には、議会で報告し承認を求める必要がある。地方自治法に規定さ
れている。
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請
願
審
査

■白鷹町大字高玉地内の町道路線の認定と道路整備について　　
●請　願　者 西高玉区長　多田　章／蚕桑６町内長　本木　茂
●紹 介 議 員 金田　悟
●請 願 事 項 当該道路は、地域住民の重要な生活路線となっているが、現状は未舗装路である。

町内屈指の豪雪地帯であり、除雪等に苦慮している。町道として認定し、早急
な整備をお願いしたい。

審査過程
＊付託委員会 産業建設常任委員会
＊委員長報告 採択すべきもの
＊賛 成 討 論 なし
＊反 対 討 論 なし

請 願 審 査 採　択　１件
不採択　１件

早期整備が望まれる

■消費税10％中止を国に求める意見書提出の請願　　　　　　
●請　願　者 西置賜革新懇話会　代表世話人　今泉　義憲
●紹 介 議 員 関　千鶴子
●請 願 趣 旨 実質賃金は伸びず、深刻な消費不況が続いている。税率引上げ実施による国民

生活への影響は計り知れない。
●請 願 事 項 消費税10％への引き上げを中止するよう、内閣総理大臣と衆参両院議長に意見

書を提出いただきたい。

審査過程
＊付託委員会 総務厚生常任委員会
＊委員長報告 不採択とすべきもの

【不採択の主な理由】政府の方針に変わりがない。取り下げが行われれば、逆に
混乱が生じる。持続可能な国政運営。福祉事業の充実など将来を見据えた方向
性等の意見があった。

＊賛 成 討 論 実質賃金が伸びず生活への影響が懸念される。複数税率による混乱も心配され
る。低所得者の方が増税の影響が大きく、景気の悪化が心配される。日本世論
調査会の実施した結果では、多くの国民（59.7％）の人が増税に反対と回答し
ている。

＊反 対 討 論 なし

採　択

＝全員賛成により、採択＝

＝賛成少数のため、不採択＝

不採択
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補
正
予
算

地
域
応
援
事
業
の
内
容
は

委
員 

地
方
創
生
に
向
け

て
が
ん
ば
る
地
域
応
援
事

業
の
詳
細
な
説
明
を
。

当
局 

一
般
財
団
法
人
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
助

成
事
業
に
採
択
さ
れ
た
も

の
。

　

町
の
外
か
ら
利
益
を
得

て
い
る
産
業
は
何
か
、
地

域
で
生
ま
れ
た
所
得
が
き

ち
ん
と
地
域
内
に
分
配
さ

れ
て
い
る
か
な
ど
、
地
域

の
経
済
状
況
を
「
見
え
る

化
」
す
る
た
め
の
調
査
分

析
等
を
行
う
。
民
間
の
調

査
会
社
に
委
託
し
実
施
す

る
予
定
。

事
業
の
効
果
は

委
員 

こ
の
事
業
に
よ

り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を

期
待
し
て
い
る
か
。

当
局 

地
域
経
済
の
基
本

的
な
構
造
、
現
状
や
課
題

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

で
、
よ
り
的
確
な
施
策
の

検
討
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

町
民
の
方
々
と
も
情
報
共

有
し
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

補正
予算

一般会計補正の主なもの
疑質
経済状況を「見える化」

令和元度補正予算総括表
会計項目 補正額 補正後の額

一 般 会 計 2億3362万円 87億8362万円
介護保険特別会計 116万円 17億5816万円
※万円未満は端数を調整しています。

地方創生に向けてがんばる地域応援事業 180万円
　今後の政策立案に向けて、地域経済の調査、

分析、シミュレーション等を実施する。

東京オリンピック・パラリンピックホストタウン
交流事業 1129万円
　ホストタウン関連事業を推進する。

分館施設整備費補助金 193万円
　申請の増加見込みに基づく追加計上。

介護保険特別会計繰出金 814万円
　介護報酬改定等に伴うシステム改修及び低所

得者保険料軽減強化による調整。

風しん予防接種事業 446万円
　予防接種を受ける機会がなかった対象者に、

抗体検査と予防接種を無料で実施する。

中山間地域等直接支払交付金事業 400万円
　自走式草刈り機導入を支援する。

林業振興費（路線踏査検討業務委託） 505万円
　森林管理道白鷹東部線の計画見直しに向けた

路線の踏査検討を行う。

地域交流広場整備事業 １億7361万円
　地域づくりの活性化や地域課題の解決に向

け、地域交流広場を整備する。

プレミアム付商品券事業 653万円
　プレミアム付商品券販売に係る事務費。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
◎財源は国・県支出金、繰越金などで対応します。

質　
疑

見ようとする気持ちも大事

２頁に関連記事

11頁に関連記事
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）

障
が
い
者
雇
用
の
状
況
は

問
　
白
鷹
町
役
場
の

「
障
害
者
法
定
雇

用
率
」
は
何
％
か
。
達
成

率
を
上
げ
る
対
策
は
。

町
長
　

６
月
１
日
現
在

で
２
・
62
％
で
あ

り
雇
用
率
は
達
成
し
て
い

る
。
今
後
も
障
が
い
の
状

況
に
応
じ
た
短
時
間
勤
務

の
設
定
な
ど
、
多
様
な
形

態
を
検
討
し
な
が
ら
雇
用

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
定
着
率
も
大
事
。

就
業
後
、
定
着
で

き
な
か
っ
た
方
や
、
就
業

ま
で
い
か
な
か
っ
た
方
へ

の
支
援
策
は
。

健
康
福
祉
課
長

「
障
害
者

総
合
支
援

法
」
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ

ス
の
中
で
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
就
職
を
希
望
す
る

方
に
は
就
労
移
行
支
援
や

就
労
定
着
支
援
、
就
労
に

結
び
つ
か
な
か
っ
た
方
に

は
就
労
継
続
支
援（
Ａ
型
・

Ｂ
型
）
に
て
相
談
支
援
事

業
所
と
連
携
を
図
り
調
整

し
対
応
し
て
い
る
。

福
祉
人
材
の
確
保
は

問
　
福
祉
人
材
の
確

保
・
定
着
は
大
き

な
課
題
。
町
と
し
て
の
方

策
は
。

町
長
　

平
成
24
年
よ
り
、

主
に
荒
砥
高
校
生

を
対
象
に
介
護
職
員
初
任

者
研
修
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
は
、
人
材
確

保
に
向
け
た
情
報
提
供
や

意
見
交
換
を
行
う
ほ
か
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
導
入
の
補
助
制
度
や
認

証
取
得
制
度
な
ど
の
制
度

の
周
知
も
含
め
、
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
研
修
修
了
生
の

福
祉
分
野
へ
の
就

職
、
定
着
状
況
は
。

企
画
政
策
課
長

実
施
後
７

年
間
で
44

人
が
修
了
。
そ
の
う
ち
荒

砥
高
校
の
修
了
生
は
23
人

お
り
、
福
祉
施
設
に
就
職

し
た
方
は
15
人
と
な
っ
て

い
る
。
定
着
に
関
し
て
は
、

追
跡
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。問

　
他
の
自
治
体
で

は
、
介
護
現
場
で

働
き
５
年
以
上
定
住
す
る

人
に
奨
励
金
が
あ
る
。
所

見
は
。

町
長
　

現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
が
、

施
設
で
働
く
環
境
を
ど
う

充
実
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
の
支
援
は

考
え
て
い
き
た
い
。

福
祉
避
難
所
の
確
保
は

問
　
災
害
時
に
お
け

る
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
乳
幼
児
等
、
要
配

慮
者
が
避
難
で
き
る
福
祉

避
難
所
の
確
保
状
況
は
。

町
長
　

平
成
25
年
に
、

「
白
光
園
」「
白
鷹

陽
光
学
園
」「
白
鷹
あ
ゆ
み

の
園
」「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

「
マ
イ
ス
カ
イ
中
山
」
の

５
施
設
と
協
定
を
締
結
し

た
。問

　
西
中
跡
地
に
建

設
中
の
老
人
福
祉

施
設
も
福
祉
避
難
所
に
な

る
の
か
。
現
施
設
の
避
難

所
機
能
は
残
る
の
か
。

副
町
長
　

新
し
い
施

設
に
つ
い
て

も
、
福
祉
避
難
所
の
体
制

を
組
み
込
ん
で
い
く
計
画

で
進
め
て
い
る
。
現
施
設

は
、
法
人
側
と
綿
密
な
連

携
を
と
り
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

問
　
福
祉
避
難
所
へ

の
財
政
的
支
援
は
。

総
務
課
長
　

避
難
所
で

使
用
す
る
食

料
等
生
活
必
需
品
の
費
用

も
含
め
て
、
町
の
負
担
に

な
る
。
災
害
の
程
度
・
規

模
に
も
よ
る
が
、
災
害
救

助
法
や
特
別
交
付
税
の
対

象
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

福祉人材の確保、定着を
町長 情報提供や意見交換を行い、支援のあり方を検討する

竹田雅彦議員

いきいきと安心して暮ら
せる福祉施策の充実を

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等
の
報
告
・
説
明
を
求
め
、

政
策
の
提
言
や
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。



議会だよりしらたか　第143号（令和元年7月16日発行） 8

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
は
２
部
門
に
分
か
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。

総
務
厚
生
（
総
務
課
・
企
画
政
策
課
・
税
務
出
納
課
・
町
民
課
・
健
康
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
・
病
院
・
議
会
・
監
査
・
消
防
）

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン

【
経
過
】

　

昨
年
度
の
補
正
予
算
で

費
用
を
確
保
し
、
今
夏
の

稼
働
を
目
指
し
、
小
中
学

校
に
冷
房
機
械
を
取
り
付

け
て
い
る
。

使
う
た
め
の
経
費
は

委
員 

エ
ア
コ
ン
を
使
う

こ
と
で
快
適
な
環
境
で
授

業
を
受
け
ら
れ
る
と
思

う
。
エ
ア
コ
ン
を
使
う
た

め
の
電
気
料
、
い
わ
ゆ
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

当
局 

夏
場
の
電
気
料
は

例
年
の
１
・
５
倍
を
見
込

ん
で
い
て
、
予
算
に
反
映

し
て
い
る
。
鮎
貝
小
学
校

の
職
員
室
と
校
長
室
に
先

行
し
て
導
入
し
た
が
、
電

気
料
は
５
％
増
だ
っ
た
。

冷
房
専
用
機
か

委
員 

冷
房
の
み
の
機
器

を
導
入
す
る
の
か
。

当
局 

冷
暖
房
機
器
で

あ
る
。

委
員 

冬
期
間
は
既
存
の

暖
房
機
器
と
併
用
す
る
の

か
。当局 

エ
ア
コ
ン
に
よ
る

暖
房
は
電
気
料
が
増
え
る

と
聞
い
て
お
り
、
制
限
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

冬
期
間
の
暖
房
は
主
に

既
存
の
Ｆ
Ｆ
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
を
用
い
る
が
、
季
節

替
わ
り
で
は
柔
軟
に
対
応

し
た
い
。

国
立
国
会
図
書
館
へ
の

ア
ク
セ
ス
は

委
員 

来
館
者
が
自
ら
操

作
し
て
、
国
立
国
会
図
書

館
に
ア
ク
セ
ス
可
能
か
。

当
局 

国
立
国
会
図
書
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

図
書
館
設
置
の
端
末
で
利

用
者
自
ら
ア
ク
セ
ス
可
能

で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
等
を

取
り
寄
せ
る
場
合
は
、
司

書
に
相
談
願
い
た
い
。

書
籍
の
充
実

委
員 

ど
う
い
う
基
準
で

本
を
選
ぶ
の
か
。
年
間
予

算
は
。

当
局 

図
書
館
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
多
額
の
寄
付

を
頂
き
、
蔵
書
に
充
て
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

現
在
も
要
望
を
聞
き
購

入
し
て
い
る
。
来
年
度
以

降
も
様
々
な
声
を
聞
き

ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
そ
れ

ら
に
沿
っ
た
形
で
予
算
を

要
求
し
た
い
。

質　
疑

快
適
な
学
校
環
境
づ
く
り

６
月
14
日
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
小
中
学
校
冷
房
設
備
整
備
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

図
書
館
の
さ
ら
な
る
活
用

白
鷹
町
立
図
書
館
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

利
用
者
の
声
を

大
切
に

な
る
べ
く
コ
ス
ト

を
抑
え
て

そ
の
他

○
町
誕
生
65
周
年
記
念
事
業

○
有
限
会
社
ケ
イ
エ
ス
し
ら
た

か
の
経
営
状
況

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

工事も生徒も安全第一

どんな本があるか、わくわく

いよいよオープン

教室 台数
蚕桑小 16 18
鮎貝小 18 24
荒砥小 23 32
東根小 16 20
白鷹中 30 40
合計 103 134

質　
疑

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

【
事
業
目
的
】

　

中
山
間
地
の
持
つ
、
豊

か
な
自
然
等
を
活
か
し
、

「
日
本
の
紅
（
あ
か
）
を

つ
く
る
町
」
推
進
事
業
に

お
い
て
、
更
な
る
紅
花
生

産
・
観
光
振
興
、
誘
客
拡

大
を
目
指
し
行
う
も
の
。

【
事
業
計
画
の
概
要
】

事
業
費　

４
６
０
万
円

【
事
業
内
容
】

①
紅
花
活
用
・
受
注
拡
大

事
業
（
紅
花
販
路
拡
大
、

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
制
作

Ｐ
Ｒ
等
）

②
藍
と
紅
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
（
紅
花
畑
栽

培
支
援
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
等
）

　

そ
の
ほ
か
に
、
紅
花
振

興
の
た
め
の
事
業
と
し

て
、
農
山
漁
村
振
興
事
業

（
事
業
費
３
０
０
万
円
）

を
活
用
し
て
、
堆
肥
支
援

事
業
等
を
実
施
す
る
。

各
課
の
連
携
は

委
員 

栽
培
面
積
の
推
移

は
。
担
当
の
商
工
観
光
課

と
農
林
課
と
の
連
携
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

当
局 

例
年
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
が
、
今

年
は
、
昨
年
度
よ
り
減
少

す
る
と
捉
え
て
い
る
。
栽

培
技
術
は
、
農
林
課
を
通

し
て
県
の
普
及
課
な
ど
の

指
導
を
も
ら
っ
て
い
る
。

栽
培
面
積
拡
大
の
方
策
は

委
員 

栽
培
面
積
の
拡
大

に
向
け
、
大
規
模
農
業
生

産
法
人
等
と
の
連
携
の
可

能
性
は
。

当
局 

水
田
と
畑
で
の
栽

培
の
違
い
を
よ
く
考
え
て

取
組
む
必
要
が
あ
る
。
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま

な
い
状
況
が
あ
る
が
、
一

歩
一
歩
前
進
す
る
よ
う
が

ん
ば
っ
て
い
く
。

◆
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定

【
経
過
】

　

社
会
情
勢
の
変
化
、
都

市
計
画
の
進
捗
状
況
を
踏

ま
え
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
、
平
成
29
年

度
よ
り
改
定
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

【
今
年
度
の
取
組
】

　

地
域
別
構
想
や
実
現
化

方
策
の
素
案
検
討
等
、
年

度
末
に
新
た
な
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
。

◆
都
市
計
画
道
路
の
変

更
（
山
形
県
決
定
）

【
見
直
し
検
討
状
況
】

　

菖
蒲
思
川
線
及
び
荒
砥

十
王
線
が
見
直
し
対
象
に

該
当
。

【
一
般
国
道
２
８
７
号
菖

蒲
工
区
道
路
整
備
事
業
の

状
況
に
つ
い
て
】

　

平
成
31
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
「
山
形
県
道
路
中

期
計
画
２
０
２
８
」
に
お

い
て
交
通
安
全
対
策
等
の

機
能
強
化
す
べ
き
箇
所

と
し
て
掲
載
さ
れ
、
計

画
前
期
（
２
０
１
９
～

２
０
２
３
）
に
事
業
着
手

予
定
と
さ
れ
た
。

荒
砥
駅
西
の
将
来
像
は

委
員 

か
つ
て
都
市
計
画

に
あ
が
っ
て
い
た
荒
砥
駅

西
側
は
、
現
在
、
10
世
帯

ほ
ど
あ
る
が
、
荒
砥
橋
に

上
が
る
道
も
１
本
し
か
な

い
。
現
状
を
踏
ま
え
た
見

解
は
。

当
局 

土
地
利
用
は
、
こ

れ
か
ら
考
え
て
い
き
た

い
。
公
共
投
資
を
し
た
場

合
、
町
全
体
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
、
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、

地
域
の
方
が
何
を
望
ん

で
、
ど
う
進
む
べ
き
か
、

話
し
合
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

常
任
委
員
会
は
２
部
門
に
分
か
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
（
農
林
課
・
商
工
観
光
課
・
建
設
水
道
課
）

質　
疑

紅
花
生
産
振
興
へ
の
後
押
し
を

６
月
17
日
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
事
業
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

新
た
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
へ

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
及
び
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

収
益
向
上
の
対
策
を

町
民
へ
の
丁
寧
な
説

明
を

そ
の
他

○
一
般
財
団
法
人
白
鷹
町
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
財
団
の
経
営
状
況

○
令
和
元
年
度
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

及
び
被
害
状
況

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

白鷹の夏を彩る紅の花

荒砥駅西側

質　
疑

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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外
郭
団
体
の
経
営
状
況

黒字だが、宿泊・飲食等の売上は減少

パークゴルフで健康づくり

事業報告
一般財団法人 白鷹町アルカディア財団

理事長　横澤　　浩
◆概要　平成30年度は、温泉・食事・軽スポー

ツを組み合わせた「健康づくり」の事業を

はじめ、日本パークゴルフ協会公認となっ

たパークゴルフ場の有効利用等、積極的な

取り組みを継続した。

　　また、東北中央自動車道の開通や、米沢・

長井の道の駅の開業等により、置賜エリア

の経済環境が変わる中、関係機関との連携

強化やネットワーク構築に取り組んだ。

◆収益高　宿泊・飲食に関連する事業の収益

減少により、経常収益合計は３億4068万

円（前年比416万円の減）であった。

　　一方で、経常費用は３億3964万円（前

年比498万円の減）となり、当期損益は97

万円（前年比82万円の増）の黒字となった。

○主な事業の利用者数（　）は前年比
	 宿　　泊	 9045人（				47人減）
	 宴　　会	 ２万381人（		296人減）
	 レストラン	 １万113人（		558人増）
	 もりもりハウス	 1825人（		183人増）
	 スキーセンター	 4183人（		726人減）
	 入　　湯	 ５万8104人（		211人減）
	 スポーツ施設	 ３万4365人（2858人増）
※スポーツ施設は、パークゴルフ東北大会等の
　開催により利用人数が増加した。

○主な事業の売上金額（　）は前年比
	 宿　　泊	 7333万円（153万円減）
	 飲　　食	 １億1723万円（129万円減）
	 入　　湯	 1308万円（　３万円減）
	 スポーツ施設	 745万円（　４万円増）
※万円未満は端数を調整しています。

職
員
数
が
５
人
減

　
　
　
　
　 

有
限
会
社
ケ
イ
エ
ス
し
ら
た
か

代
表
取
締
役　

藤
島　
　
丈

◎
主
な
業
務
受
注
状
況

　

◇
白
鷹
町
立
病
院

　
　
　

医
療
事
務
・
事
務
宿
日
直
・
調
理
業
務

　
　
　

電
算
保
守
等

　

◇
白
鷹
町
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

医
療
事
務

　

◇
白
鷹
町
総
務
課

　
　
　

公
用
車
運
転
業
務
等

◎
理
事
、
職
員
数
（
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
）

　

◇
理
事　

２
人
（
非
常
勤
・
無
給
）

　

◇
職
員　

27
人

　
　
　

病
院
医
療
事
務
員　
　
　
　
　

12
人（
３
人
減
）

　
　
　

電
算
管
理　
　
　
　
　
　
　
　

２
人

　
　
　

病
院
施
設
管
理　
　
　
　
　
　

４
人

　
　
　

病
院
調
理
師　
　
　
　
　
　
　

６
人（
２
人
減
）

　
　
　

訪
問
看
護
医
療
事
務
員　
　
　

１
人

　
　
　

総
務
課
運
転
手　
　
　
　
　
　

２
人

※
（　

）
内
は
、
一
年
前
と
の
比
較
。

◎
平
成
30
年
度
決
算

　

◇
事
業
収
益　

１
億
２
１
４
万
円

　

◇
事
業
費
用　

１
億
１
７
５
万
円

　

◇
当
期
純
利
益　
　
　
　

23
万
円

※
万
円
未
満
は
端
数
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

町民が利用したい施設に
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閉
会
中
の
動
き
・
広
報
研
修

【
経
過
】

　

事
業
概
要
は
、
議
会
だ

よ
り
「
３
月
定
例
会
号
」

の
と
お
り
で
あ
る
。
用
地

に
つ
い
て
は
、
さ
く
ら
の

保
育
園
東
側
を
想
定
し
、

敷
地
全
体
を
南
北
に
分
け
、

北
側
に
地
域
交
流
商
業
施

設
と
駐
車
場
を
整
備
し
、

南
側
に
各
年
代
層
が
利
用

で
き
る
交
流
ス
ペ
ー
ス
を

整
備
す
る
。

　

商
業
施
設
に
つ
い
て

は
、
５
月
27
日
現
在
で
、

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
よ
り
店
舗
出
店
協

力
の
打
診
が
届
い
て
お

り
、
運
営
者
も
あ
わ
せ
て

検
討
中
で
あ
る
。

店
舗
形
態
は

委
員	
出
店
協
力
が
仮
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
決

ま
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
形
態

の
店
舗
と
な
る
の
か
。

当
局 

ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

コ
ン
ビ
ニ
商
品
の
他
に
、

生
鮮
食
料
品
等
を
置
け
る

よ
う
な
店
舗
に
し
た
い
。

既
存
店
と
の
共
存
共
栄
は

委
員	

店
舗
の
計
画
・
運

営
の
方
法
に
つ
い
て
は
具

体
的
に
決
ま
っ
て
い
な

い
と
思
う
が
、
既
存
の

商
店
と
の
共
存
共
栄
は
。

当
局	

地
元
の
商
店
の

方
々
と
も
話
し
合
い
を
進

め
て
き
た
が
、
い
ず
れ
の

商
店
も
出
店
・
運
営
ま
で

に
は
至
ら
な
い
と
い
う
判

断
で
あ
っ
た
。
運
営
に
つ

い
て
は
、
準
備
を
進
め
て

い
る
が
、
共
存
共
栄
で
き

る
形
で
進
め
た
い
。

質　
疑

　

町
内
の
小
中
学
校
で
育
て
て

い
る
紅
花
が
育
ち
、
５
月
28
日

に
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え

で
楽
し
く
間
引
き
を
し
ま
し

た
。

　

雨
が
降
り
大
変
で
し
た
が
、

子
供
た
ち
の
頑
張
り
で
紅
花
の

畑
は
ス
ッ
キ
リ
。
紅
花
が
き
れ

い
に
咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

間
引
い
た
紅
花
の
若
葉
は
調

理
場
で
キ
ー
マ
カ
レ
ー
の
具
に

な
り
、
翌
日
の
給
食
で
友
人
た

ち
と
美
味
し
く
食
べ
ま
し
た
。

紅
花
と
給
食

　
育
て
て
食
べ
た
よ　

表　
紙

雨でも頑張る中学生

初心を忘れず

議会広報研修
見出しを読めば中身がわかる
　５月31日「町村議会広報研修会」が山形市で行わ
れた。講師は、議会広報サポーターの芳野政明氏。
　町民の関心が高い議案等を優先し、討論や質疑を含
めた審議過程等、議会の活動内容をわかりやすく伝え
ることが重要であるという事を、実際に発行された議
会広報誌を検証しながら学んできた。

地
域
と
納
得
の

話
し
合
い
を

そ
の
他

○
林
道
路
線
踏
査
検
討
業
務

委
託

○
新
荒
砥
橋
架
設
に
係
る
管

渠
添
架
工
事
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

活
性
化
に
つ
な
が
る
か　
地
域
交
流
商
業
施
設

５
月
27
日
に
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
鮎
貝
地
区
地
域
交
流
商
業
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会
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Request to the
　　Town council

自然豊かな白鷹町

時代の変化を受けながらも次世代は育っている

今の課題は何か 

将来に不安はないか

町行政は安心できるか 

議会は様々な声を伝えているか

白鷹の未来は変えられる

議会に要望を伝える
請願と陳情で白鷹を問う

【議会】への要望  →  議会が必要な対応を行います
【行政】への要望  →  議会は行政に送付します。

採択されたら

議会は、採択内容の実現に向けて努力する政治的・道徳的責任を負います。 〈写真は蚕桑小学校相撲大会より〉
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　あ
ん
な
こ
と
い
い
な
、
で

き
た
ら
い
い
な
…

　み
な
さ
ん
の
ご
要
望
を
議

会
で
議
論
し
、
議
会
や
行
政

に
伝
え
る
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。　請

願
・
陳
情
と
い
わ
れ
る

も
の
で
、
年
４
回
の
定
例
議

会
な
ど
で
扱
い
ま
す
。

　議
会
の
日
程
表
に
表
題

（
タ
イ
ト
ル
）
が
載
る
ほ
ど

大
切
に
扱
わ
れ
ま
す
し
、
議

論
の
様
子
は
議
場
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　請
願
・
陳
情
は
誰
で
も
行

え
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
こ
の

よ
う
な
制
度
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

請
願
と
陳
情
の
違
い

　そ
れ
で
は
、
請
願
と
陳
情

の
違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　ざ
っ
く
り
と
大
き
な
違
い

は
、
そ
の
ご
要
望
を
議
会
に

紹
介
す
る
議
員
が
い
る
か
、

い
な
い
か
で
す
。

　紹
介
議
員
が
い
る
場
合
は

請
願
、
い
な
い
場
合
は
陳
情

と
な
り
ま
す
。

請
願
の
メ
リ
ッ
ト

　請
願
の
紹
介
議
員
は
、
そ

の
ご
要
望
が
議
会
で
賛
成

（
採
択
）
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

様
々
な
機
会
に
努
力
を
し

ま
す
。

　顔
見
知
り
の
議
員
が
い
れ

ば
相
談
し
て
、
二
人
三
脚
で

請
願
書
づ
く
り
に
取
り
組
む

の
も
一
つ
の
方
法
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

議
員
の
知
人
が
い
な
い

　議
員
の
知
り
合
い
が
い
な

い
方
は
、
議
会
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
議

員
を
知
り
、
個
人
的
に
相
談

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　議
員
も
、
み
な
さ
ん
と
お

話
し
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
遠
慮

し
て
い
た
ら
も
っ
た
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

初
め
て
の
請
願
・
陳
情

　請
願
・
陳
情
は
文
書
で
提

出
す
る
の
が
ル
ー
ル
で
す
。

　初
め
て
請
願
・
陳
情
を
検

討
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
は
議

会
事
務
局
へ
相
談
し
て
み
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　白
鷹
町
の
今
と
未
来
の
た

め
、
皆
様
の
想
い
を
議
会
に

届
け
て
く
だ
さ
い
。

※
す
べ
て
陳
情
が
議
会
で
議

論
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

内
容
等
に
よ
り
参
考
資
料
と

し
て
配
布
の
み
行
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

議
会
に
要
望
を
伝
え
る
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荒砥高校単独校での存続を

16項目の要望
白鷹高等専修学校への支援の充実

人口減少対策に対する支援

地方交付税総額の確保充実

地域公共交通に対する支援

過疎対策事業債の必要額確保

新たな過疎対策法の制定と支援【新規】

地域医療の確保

インバウンド着地型観光推進のための環境整備

木材の安定供給体制を構築するための支援強化

中丸地区農村地域防災減災事業の早期実施

森林境界明確化事業に対する支援【新規】

主要地方道長井白鷹線道路改築事業（荒砥橋工区）の推進

国道 287 号（菖蒲・下山地内）道路改築事業の早期着工

長井～白鷹間の西廻り幹線道路調査の早期着工

峰岸地区砂防自然災害防止事業（急傾斜地）の早期着工

県立荒砥高等学校の単独校としての存続【新規】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

　６月20日、今野議長は佐藤町長と置賜総合支庁を訪れ、
『令和２年度重要事業要望書』を総合支庁長に手渡し、町の
重要事業に対する県の支援を要望しました。
　約1時間にわたり、町関係課長とともに説明をし、意見交換
を行いました。

ど
れ
も
が
重
要
事
業

特
段
の
配
慮
を
願
う
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追跡追跡追跡追跡
レポートレポートレポートレポート

?
― 空き家対策編 ―

対策は着実に進んでいるが、空き家の数は今後も増えると予想される。地域
住民との情報を共有しながら、ともに課題解決の道を探る必要がある。

答

　弁

どうなった

 ・早急な空き家対策を。解体助成金を
望む。（Ｈ27.9）

　・研修生の宿泊施設として、またお試
し移住体験などに空き家を活用でき
ないか。（Ｈ28.12）

・「空き家等対策計画」を策定する。
・解体等の支援を検討する。

・空き家も一戸一戸状態が違うため、いろ
いろな角度から話を伺い、少しでも役に
立つようなものを考えていく。

・平成28年度に「白鷹町空家等対策計画」を策定し、
「特定空家等の対策」と「利活用可能空き家対策」
の２つを中心に施策を展開している。

・「特定空家等の対策」としては、危険性の高い空
き家を優先的に調査し、平成30年度末で28棟を特
定空家等に認定している。特定空家等の所有者に
対しては、建物の状況を通知（助言・指導）し、
修繕や解体をお願いしている。また、所有者自ら
が行う解体を促進するため、特定空家等に限り解
体費用の一部を支援している。

※特定空家等……放置すれば保安上危険等となる
おそれがあるもの。

・「利活用可能空き家対策」としては、平成27年度
に町内不動産業者による空き家対策ネットワーク
協議会を設立し、空き家の利活用を促進するため
の「空き家バンク事業」を行っている。また、空
き家の流通を促進するため、空き家のリフォーム
支援や空き家バンクを利用した町外からの移住者
に対する支援も行っている。
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次
の
定
例
会
は

で
す

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
等
で
議
会
中
継
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
録
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

９
月

議会だよりしらたか　第143号（令和元年７月16日発行）

笹 原 俊 一
委員長

印刷・長谷川印刷

広報委員

横 山 和 浩
副委員長・編集長

丸 川 雅 春
委員

竹 田 雅 彦
委員

金 田 　 悟
委員

… 蚕桑の歴史を子供たちに …

ボランティア
　　　白鷹の未来を彩る

新野　孝一　さん

これからも
続けたいです。

　令
和
と
い
う
新
し
い
時

代
が
幕
を
開
け
、
白
鷹
町

議
会
も
新
た
な
体
制
に
な

り
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。　同

時
に
広
報
委
員
も
新

人
議
員
を
中
心
に
構
成
さ

れ
、
新
鮮
な
息
吹
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　横
山
編
集
長
を
中
心
に

い
か
に
わ
か
り
や
す
く
町

民
の
皆
様
に
議
会
の
内
容

を
お
伝
え
で
き
る
か
、
手

に
取
っ
て
お
読
み
い
た
だ

け
る
か
を
考
え
な
が
ら
作

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
皆
様
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

や
ご
感
想
を
参
考
に
、
よ

り
良
い
紙
面
に
な
る
よ
う

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
尚
一
層
の
ご
指
導

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
笹
原
）

　子
供
た
ち
に
蚕
の
飼
育

を
伝
え
る
先
生
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
で
す
か

蚕
桑
小
学
校
で
は
蚕
の

飼
育
を
し
て
い
て
、
繭ま

ゆ

か

き
（
繭
の
収
穫
）
ま
で
体

験
し
ま
す
。
私
は
仲
間
と

一
緒
に
そ
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

指
導
の
ほ
か
に
桑そ

う

園え
ん

の

剪せ
ん

定て
い

や
管
理
な
ど
も
し
て

い
る
の
で
、
１
年
間
で
30

回
ほ
ど
活
動
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

活
動
の
き
っ
か
け

平
成
14
年
度
に
〝
な
ぜ

「
蚕
桑
」
と
い
う
学
校
名

な
の
か
思
い
出
し
て
ほ
し

い
〟
と
当
時
の
校
長
先
生

の
考
え
か
ら
蚕
の
飼
育
が

始
ま
り
、
蚕
の
飼
育
指
導

機
関
、
養
蚕
農
家
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
協
力
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

活
動
が
今
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。

　

と
は
い
え
続
け
る
の
が

大
変
に
な
り
、
も
う
や
め

よ
う
と
話
を
し
て
い
た

ら
、
平
成
26
年
度
（
第
２

回
）
蚕
糸
絹
文
化
学
習
教

育
奨
励
賞
（
一
財
：
大
日

本
蚕
糸
会
）
受
賞
と
い
う

栄
誉
を
頂
き
ま
し
て
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
や
め
る

の
は
ち
ょ
っ
と
…
と
な
り

今
に
至
っ
て
い
ま
す（
笑
）

仲
間
に
つ
い
て

当
初
は
８
人
で
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
平
成
25
年

か
ら
６
人
に
減
り
厳
し
い

状
態
だ
っ
た
の
で
す
が
、

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て

２
人
の
若
手
女
性
が
仲
間

に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
の
仲
間
も
高

齢
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
養
蚕
文
化
そ
の
も
の

の
継
承
が
で
き
る
と
喜
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
夢

要
請
が
あ
る
限
り
は
活

動
を
続
け
た
い
で
す
ね
。

若
手
の
仲
間
に
し
っ
か
り

と
養
蚕
文
化
を
伝
え
ら
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

議
会
へ
ひ
と
こ
と

上
杉
鷹
山
公
が
推
奨
し

て
い
た
品
目
の
一
つ
が
養

蚕
で
、
置
賜
地
域
に
桑
の

木
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
３
本
が
今
も
残
っ

て
い
ま
す
。
長
井
市
、
米

沢
市
、
そ
し
て
蚕
桑
山
口

地
区
に
あ
り
ま
す
。

　

長
井
市
の
木
は
指
定
文

化
財
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
米
沢
市
の
木
は
残
念

な
が
ら
確
認
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
の
木
は
地
域
有

志
が
看
板
を
立
て
保
存
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

地
域
の
歴
史
や
文
化
が

し
っ
か
り
と
継
承
さ
れ
る

よ
う
、
議
会
で
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。




